
１、中国四国地域における介護人材の現状と今後について

日本は深刻な介護人材不足に陥っており、少子高齢化が進む中、厚生労働省は、2025年には43

万人、2035年には79万人の介護職員が不足すると推計しています。ここでは、中国四国に焦点

を当て、各県の現状の課題や今後の展望について、お話しいたします。

お申込みはこちら！

▼▼▼

セミナー内容

対象者 介護事業者・医療機関（中国・四国）

定員 各回100名

申し込み
締切

2021年7月19日（月）
もしくは、定員に達し次第締め切らせていただきます。

主催 株式会社ONODERA USER RUN

２、人材確保に向けて ～特定技能とは？～

在留資格「特定技能」とは、日本において深刻化する人手不足に対応し、労働力を確保すること

を目的に2019年4月に創設されました。今までの就労系の在留資格とは違い、人材確保のための

「就労ビザ」です。当社は、東南アジア４ヵ国で学校を運営し、介護・日本語の教育を実施。

1,000名以上の特定技能介護合格者を輩出しています。紹介前の教育から入社後のサポートまで

ワンストップで行っており、その経験から人材不足でお悩みの方、外国人人材の採用を検討して

いる方におすすめな特定技能「介護」について制度、ポイントについて解説いたします。
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